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　昨年度に引き続き，2018年度も非開削技術講習会を，
東京会場および宮城県仙台会場で延べ2日にわたり開
催しました。今回も，（公社）日本下水道管路管理業協
会および（一社）日本管路更生工法品質確保協会との共
催で実施。管路更生工法のプログラムにおいて共催協
会からの講師をお願いしました。
　両会場での講習会について以下に報告します，

東京会場1 .
　日　　時：2019年2月5日（火）13時〜17時
　場　　所：政策研究大学院大学　1階　A会議室
　参加人数：52名
　概　　要：
　東京を中心に関東近県の官公庁，各種業界から参加。
関西や島根，沖縄からの参加もありました。
　講座ではソーシャルコスト検討委員会の宮武昌志委
員長が「地下管渠工事の社会的費用・算定の手引き
（案）」。地下探査委員会の鈴木敬一委員に「非開削地
下探査技術適用の手引き（案）」，およびHDD工法の
説明では，HDD（誘導式水平ドリル）工法委員会の
伊藤靖委員長にHDD工法の施工手順，施工事例の紹

介。佐藤晋吾委員にHDD工法の材料特性について紹
介をしました。そして，共催協会の（一社）日本管路更
生工法品質確保協会の佐藤敏明理事より「管路更生工
法」について地下管渠の劣化事例とその対策工法とな
る管路更生工法の種類をご説明いただきました。
　会場の参加者からも各プログラムへの質問が多く，
参加者の方と講師の方で充実したディスカッションを
行うことができました。
　アンケートからも今回参加した多くの方々が充実し
ていたと回答をいただきました。

仙台会場2 .
　日　　時：2019年2月7日（木）13時〜17時
　場　　所：仙台商工会議所　7階　中会議室
　参加人数：22名
　概　　要：
　仙台会場においても，宮城県内だけではなく東北の
各県から官公庁，各種業界から参加がありました。
　講座は，東京と同様にソーシャルコスト検討委員会
の宮武昌志委員長が「地下管渠工事の社会的費用・算
定の手引き（案）」。「非開削地下探査技術適用の手引
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き（案）」の説明では，地下探査委員会の齋藤秀樹委
員長，HDD工法の説明では，HDD（誘導式水平ドリ
ル）工法委員会の伊藤靖委員長にHDD工法の施工手
順，施工事例の紹介。そして河村栄治講師にHDD工
法の材料特性について紹介をしました。
　仙台会場では，共催協会の（公社）日本下水道管路管
理業協会で修繕・改善委員会　宮川恒夫委員長代理よ
り「管路更生工法の歩みおよび規格の変遷」と題して
管路の老朽化に伴う管路更生工法の経緯についてご説
明を頂きました。
　仙台会場では，施設の制約から参加人数を絞って募
集しておりましたが，東京会場と同様に好評で申込が
続き，会場の規模を大きくして改めて募集しました。
　年度末の繁忙期とあり，当日はキャンセルも数名で

ましたが代理出席も多くこちらも盛会で会を終了する
ことができました。
　会場の参加者からも各プログラムへの質問が多く，
参加者の方と講師の方で充実したディスカッションを
行うことができました。
　アンケートからも今回参加した多くの方々が充実し
ていたと回答をいただきました。
　共催協会の（公社）日本下水道管路管理業協会ならび
に（一社）日本管路更生工法品質確保協会には大変お世
話になりました。
　また，両会場とも講師の方をはじめJSTT会員の皆
様にも会場の設営，受付，片付など多大なご協力をい
ただきました。この場を借りてお礼申し上げます。


